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船場をかっこ良く、美しく、元気な街に！ 

船場クリエイティブ・ポート推進協議会船場クリエイティブ・ポート推進協議会船場クリエイティブ・ポート推進協議会船場クリエイティブ・ポート推進協議会    発足会発足会発足会発足会    

 

日時：平成 18年 11月 28日(火)15：00～18：00 

会場：大阪綿業会館 7階 新館 

 

■■■■基調講演基調講演基調講演基調講演    

「クリエイティブ都市の時代「クリエイティブ都市の時代「クリエイティブ都市の時代「クリエイティブ都市の時代    大阪の可能性」大阪の可能性」大阪の可能性」大阪の可能性」    
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ただ今ご紹介をいただきました橋爪です。

本日はこの船場クリエイティブ･ポート推進

協議会という新しい団体組織の座長として、

お話させていただきたいと思います。先程、

高橋課長から励ましと期待を込めたお言葉を

いただき、座長として有り難いと思っており

ます。是非とも、大阪市、大阪ガス、行政と

民間が共にこの協議会を上手く進めていくこ

とができればと思っております。 

本日は、「クリエイティブ都市の時代 大阪

の可能性」と題してお話しいたしますが、ク

リエイティブ･ポートという名前は、最近使わ

れている言葉で言いますと、「創造都市」「ク

リエイティブシティ」という言い方を大阪市

も使っています。その考え方と、いくつかの

街の事例をご紹介した上で、大阪で我々がど

のように展開していくべきかという事を申し

上げて、基調講演としたいと思っております。 

●創造力と地域ブランド●創造力と地域ブランド●創造力と地域ブランド●創造力と地域ブランド    

    

＜船場の資産を活かす＞＜船場の資産を活かす＞＜船場の資産を活かす＞＜船場の資産を活かす＞    

まず、なぜ船場にこのようなクリエイティ

ブな場所が要るのかと言いますと、創造力に

よってもう一度地域のブランド力を高めると

いうことであり、それは船場の資産をもう一

度活かすということにつながり、ひいては、

大阪全体の資産を高める、活かすということ

になると思います。 

「クリエイティブ」がキーワードですが、

私は地域ブランド、あるいは都市のブランド

力を高めるために、船場でもっと色々な動き

があって良いと思っておりますし、その一つ

がこのクリエイティブ･ポートです。 

初めは、色々と名前の候補があり、例えば

船場クリエイティブ･ビレッジという提案も

ありましたが、私は「今さら船場は村ではな

いだろう」と思いました。大阪、船場の歴史

を振り返りますと、川の港町、特に大阪の歴

史で言いますと、「浜」が大事な交流の場であ

ったと言えます。北浜や鰻谷の住友さんの浜

等、要するに川に面して階段状の護岸がたく

さんあり、そこに日本中から多くの船が着い

て、多くの物資が集まり、船でやって来た人

たちが大阪に上がり、そして、大阪のありと

あらゆる物流、交流が行われたということで、
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情報交換の場となったのは「浜」であろうと

思います。 

水都再生で私はアドバイザーをさせていた

だきましたが、その中で大阪府、大阪市の方

が「八軒家をどうするか」という議論をされ

ていて、それに対して、私は「八軒家ではだ

めだ。八軒家浜だ」と言いました。「浜」とい

うのは大阪の土地固有の呼び方で、江戸時代

以来、基盤整備をしてきた港の船着場のデザ

インを我々は「浜」と呼んできたわけですか

ら、この「浜」という空間を、我々は大事に

現代的に読み替えるべきだと思っています。

江戸、東京では河岸(かし)が至るところに整

備されましたが、それが大阪では「浜」にな

りました。 

したがって、現代の「浜」をいかに船場に

作るかということになりますが、この「浜」

をビーチと読んで、船場クリエイティブ･ビー

チというのも何か違うのではないかと思い、

船場の中の色々な所に情報、交流の港、浜辺

を作るという思いを込めて、ふと「船場クリ

エイティブ･ポート」と私が声を出しましたと

ころ、何故かそれに決まってしまいました。

私が名付け親ですので、責任を持って座長を

務めさせていただければと思います。 

 

＜「大大阪の時代」の遺産を地域の資産に＞＜「大大阪の時代」の遺産を地域の資産に＞＜「大大阪の時代」の遺産を地域の資産に＞＜「大大阪の時代」の遺産を地域の資産に＞    

私はこの数年間、80年ほど前の大阪が非常

に栄えていた「大大阪の時代」の頃の遺産を、

これからのわが街の資産としてもう一度脚光

を集めるべきだと述べてきました。 

そしてようやく、本年の元旦の朝日新聞の

見開きカラーページに「大大阪」という言葉

が掲載され、私は感無量でした。ただし、元

旦の朝日新聞は第 1部から第 5部くらいまで

あり、どれほど分厚いのかと思うような新聞

の束が各家庭に届きますので、その内の第何

部かのどこかのページにこっそり入っており、

まだまだ情報としては充分ではないと思いま

したが、「大大阪」の歴史的な資産が、大阪の、

船場の大事なものだということが、ある程度

は認知され始めたのではないかと思います。 

ところが今年になりまして、大阪の「るる

ぶ」や「マップル」を東京で開きますと、船

場の界隈はレトロな近代建築群があってとて

も良い場所だと紹介されるようになりました。

我々はずっと評価してこなかったのですが、

綿業会館も本館は本当に素晴らしい重要文化

財ですし、日本中でこれほどの密度で古い建

物が集まっているエリアは、オフィス街では

気がつくとここにしかないのかもしれません。

世界中では、上海などは例に出すまでもなく、

戦前の建物が密度濃く残っていて魅力的な界

隈がありますが、日本国内で探しますと、こ

こほど戦前の日本の遺産が残っている界隈は

ないだろうと、しかも、古い街並み保存地区

のようになくなった歴史的な風景ではなくて、

現代のビルディング、戦後復興期のビルディ

ング、高度経済成長期のビルディング等々が

交じり合って、船場という独特のオフィス街

をつくっており、それが「るるぶ」や「マッ

プル」という観光ガイドで紹介されるほどの

力をかろうじて持っているということです。 

このように、船場という場所の力に対して、

中にいる我々の方が懐疑的であり、今は外か

らの方が評価されつつあるのではないかと思

います。東京の人たちは非常に魅力的だと言

われています。 

 

＜地域ブランド力の向上を契機とする＜地域ブランド力の向上を契機とする＜地域ブランド力の向上を契機とする＜地域ブランド力の向上を契機とする    

良良良良きききき循環循環循環循環をををを＞＞＞＞    

ただ、我々は、かつての糸偏の船場や丼池

のイメージで船場を見てきたという感じがあ

ります。東京で「船場」という字を読んでも

らうと｢ふなば｣などと読まれ、大阪の若い方

に「丼池」を読んでもらうと｢どんぶりけ｣と

しか読まれなくて、本当に情けない限りです。 

しかし、それは「知られていない」からと

いうことではなくて、もう一度、現代、ある

いは未来の新しい魅力的な可能性のある街と
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して、船場という街を我々は高らかにアピー

ルしていく時期にあるだろうということです。 

そして、その地域ブランドを向上すること

で資産価値も高まり、新しい産業も、この界

隈から生まれて、従来とは違う若い人たちが

日本中、世界中から船場に集まって来てチャ

レンジするという良い循環を起こすきっかけ

が生まれると考えています。そのためにクリ

エイティブな産業、クリエイティブな人たち

を集めるものとして、今回の事業があるので

はないかと思います。 

 

＜地域ブランド力の向上を契機とする＜地域ブランド力の向上を契機とする＜地域ブランド力の向上を契機とする＜地域ブランド力の向上を契機とする    

波及効果＞波及効果＞波及効果＞波及効果＞    

同じように船場ブランドを高めようという

動きで、後から登場される澤田さんとご一緒

しています「北船場くらぶ」という活動があ

ります。それで、先日、「北船場くらぶ」の立

ち上げフォーラムで話をしたのですが、喜多

俊之先生と話した中で、なるほどと思うこと

がありました。 

テレビで宣伝されている AQUOS の亀山

モデル、亀山ブランドについて、喜多先生は

「あれは私の高麗橋の事務所でデザインした

から、本当は北船場デザインだ」と言われま

した。そこで、私が逆に「なぜそれを亀山モ

デルとして許しているのですか」と聞きまし

たところ、「やはり、工場のブランド力の方が

大事なのか」と喜多さんは言っておられまし

た。しかし、我々としては、いかにメーカー

がAQUOSを亀山モデル、亀山ブランドと言

っても、「あれは北船場デザインだ」と誇りを

持って言えるような状況を生み出したいと思

っています。 

そのように、日本で流通している他の企業

の製品にも、多くの北船場、あるいは船場で

デザインがあるはずです。そういうものをま

とめて、我々が「船場デザイン」「北船場デザ

イン」としてアピールする事も大事なのでは

ないかと思われます。そこから、新しい循環

が始まるのではないかと思います。 

 

＜＜＜＜英国英国英国英国    クールブリタニアの事例クールブリタニアの事例クールブリタニアの事例クールブリタニアの事例＞＞＞＞    

このように地域ブランドで創造力が語られ

始めたのは、それほど古いことではありませ

ん。私の理解しているところでは、十年ほど

前から世界で一大潮流になってきたように思

います。 

よく事例として出るのが、イギリスのクー

ルブリタニアの国家ブランド大作戦で、これ

はよく知られています。 

英国のイメージが悪くなってきたので、ア

イデンティティそのものがなくなってきたと

いうマイナスイメージをなんとか払拭しよう

ということになり、新しい、格好良いイギリ

スブランド･アイデンティティを作ろうとい

う考えから、coolという形容詞を用いるよう

になりました。今でこそクールという言葉は

カタカナの日本語になっていますが、当時は

クールという言葉をそのような意味合いで使

うとは思いもよりませんでした。それが、イ

ギリスの人たちが使い始めて、我々もクール

をおしゃれで格好良いというニュアンスで理

解するようになりました。 

当初、クールブリタニアは、いくつかのジ

ャンルでイギリスの素晴らしさをもう一度ア

ピールし直そうということに重点が置かれて

いました。 

一つは、ハブUK(United Kingdom)で、ハ

ブ空港や自転車のハブと同じように、イギリ

スが様々なアイデア、商品、サービスの中核

を担うということを強調するものです。 

また、色彩豊かなハイブリッドの国、クリ

エイティブアイランドを謳っています。イギ

リスは、様々なクリエイティブな分野に強い

島国だということをもう一度アピールして、

これまで、アートやデザイン、建築、音楽、

映画、ファッションなど、世界に素晴らしい

ものを生み出してきたし、これからもそうで

あるということを、誇り高くアピールしよう
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としています。 

さらに、ビジネスに開かれた国、フェアプ

レイの国もアピールしています。 

あるいは、静かな革命として、血を流す内

乱のような革命ではなく、状況の圧倒的な変

化が穏やかに行われるのがイギリスであると

考えているそうです。 

具体的な実践として、まず着手されたのは、

国へのエントランスゲートを格好良くするこ

とであり、空港、駅、ユーロトンネルなどの

エントランスのデザインを直しました。 

もう一つは、同じ意味合いですが、エント

ランスである Web サイトを素晴らしいデザ

インにしようという取り組みが行われました。 

その他、ミレニアムの記念の国家事業とし

て、クリエイティブタスクフォースができ、

ロンドン･アイ、ミレニアムドーム、テート･

モダンなど、デザイン化した印象的な文化施

設群、見本市会場などを各地につくるという

一大プロジェクトに結びついていきます。 

このクリエイティブアイランド、クリエイ

ティブタスクフォースという概念が非常に大

事です。この後を世界各国が追っており、韓

国などの国家戦略もそうだと思われます。 

 

＜＜＜＜米国米国米国米国    イノベートアメリカイノベートアメリカイノベートアメリカイノベートアメリカ＞＞＞＞    

アメリカはそういう発想から離れていたと

思いますが、最近注目されているのが 2004

年のイノベートアメリカという国家戦略です。 

これは、従来型のイノベーション、新しい

企業の技術開発が生み出されて、新産業が

次々に生まれるという方法論をもう一度見直

そうということですが、従来のアメリカの方

法論は、供給サイド、スキル、知識、テクノ

ロジーが進歩したら新しい商品開発が生まれ

るという所から考えてきたわけですが、それ

だけではだめだということになり、事業サイ

ドからもイノベーションを起こしていかなけ

ればならないという考えに基づいて、品質、

安全、カスタマイズ、利便性、デザイン、教

育、知的財産の保護等、この辺りから発想す

ることで、従来とは違う新しい領域が生まれ

るのではないかと発想しています。 

これによって、人の育成、投資、インフラ

の整備の発想が根幹から変わるということで、

アメリカの社会経済システム全般を変えよう

とする提案がなされました。 

その結果として、アメリカがどのような成

果を出しているのか、日本ではあまり知られ

ていませんが、大胆な発想の転換がこれから

形を取るような気がします。 

 

＜日本ブランド戦略＞＜日本ブランド戦略＞＜日本ブランド戦略＞＜日本ブランド戦略＞    

日本においては、かなり遅れて政府が日本

ブランド戦略を考えています。知的財産立国

から発生したのがブランド戦略であり、日本

の場合は、「世界から愛され、尊敬される日本

の創造」を掲げて、日本の文化力である独創

性、伝統･自然との調和、安全･安心、清潔、

高品質に基づくブランド作りを掲げています。 

三つの目標として、第 1に、豊かな食文化

を醸成する、第 2に、多様で信頼できる地域

ブランドを確立するという目標を掲げていま

すが、実際の政策では、地域ブランド商標を

取りやすくするという形に具体化しています。

第 3は、魅力あるファッションを創造すると

いうことで、素材とデザインの連携等、素材

に重きが置かれているような気もしますが、

この辺りが重点化されています。 

ただ、まだイギリスのように「クリエイテ

ィブな分野に特化する」ということが、国家

戦略として一般国民まで充分に伝わっている

という状況ではありませんが、このように日

本国政府も考えているわけです。 

 

●創造都市の●創造都市の●創造都市の●創造都市の時代時代時代時代    

 

＜＜＜＜ランドリーの「創造都市」ランドリーの「創造都市」ランドリーの「創造都市」ランドリーの「創造都市」＞＞＞＞    

以上が国家戦略ですが、実際は各都市が都

市間競争に入っているということを、本日は
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ご理解いただきたいと思います。 

ランドリーという、理論的支柱とも言える、

スポークスマンのように世界中に創造都市を

宣伝して回っているジャーナリスト、評論家

のような人物がいまして、「クリエイティブシ

ティ」という概念を持って、文化･芸術の産業

化、クリエイティブ産業の拠点をつくること

を提案しています。 

日本で言えば、私の同僚である佐々木先生

が創造都市について、各地で発言･提言をされ

ています。佐々木先生の書かれている創造都

市の定義、クリエイティブシティの定義があ

りますが、若干要約して紹介しますと、「創造

都市とは、市民の創造活動の自由な発揮に基

づいて文化と産業における創造性に富み、同

時に脱大量生産の革新的で柔軟な都市経済シ

ステムを備え、グローバルな環境問題や、あ

るいはローカルな地域社会の課題に対して、

創造的問題解決を行えるような、創造の場に

富んだ都市である」となります。 

私は何度読み上げても覚えられないのです

が、中にどれほど創造という言葉があるのか

と思われる定義です。簡単に言いますと、「世

界中の同じような課題に対して同じような解

決をしてはだめであり、地域ごとに固有の状

況があるので、従来なかったような世界の状

況を見ているけれども、その場所独特で新し

い問題解決、新しいモデルを作ることに徹せ

よ。徹底して地域の固有性にこだわって、新

たなものを作れ」ということが創造都市の本

質だと思うわけです。他の街でどうだから、

キャッチアップ型というものではないという

ことです。 

 

＜創造都市論の展開と実践＞＜創造都市論の展開と実践＞＜創造都市論の展開と実践＞＜創造都市論の展開と実践＞    

実際に、創造都市で実践して成功した事例

が各地で報告されています。 

①ヨーロッパ①ヨーロッパ①ヨーロッパ①ヨーロッパ    

初期においてはヨーロッパのイタリア、フ

ランスの 20万都市、都市圏域でいうと 40万

規模の都市で、伝統的な職人の技術が残って

いて、芸術的な価値創造のできる人材がいる、

そういう人たちが大量生産の規格製品に対し

て、付加価値の高いブランド商品、ブランド

製品を次々に作っているような街が良いだろ

うという議論がありました。 

ボローニャやナントという街が、しばしば

画期的で革新的な試みをしていると紹介され

ています。 

ただ、それは何十万人かの人口規模の古い

歴史的な街で、職人がいるということを前提

として、創造的な街があるのだろうというこ

とで、これに対して批判もあったと思います。 

②アメリカ②アメリカ②アメリカ②アメリカ    

しかし、最近、そうではないという議論が

出てきました。それはアメリカの研究者や、

アメリカの製作に関わる人たちが、アメリカ

でもクリエイティブシティという概念がある

と言い始めたからです。 

シアトルなどを事例にされる方が多いので

すが、IT や ICT の産業集積が西海岸にある

のは、そこに資本が集積しているからではな

くて、クリエイターにとって魅力的な街をシ

アトル等の各都市がつくっているためだとい

うことです。 

逆に言うと、これからの都市政策は、クリ

エイティブな人たちを集めたければ、クリエ

イティブな街にしなければならないというこ

とになります。クリエイティブクラスという

言い方をしていますが、要は、資本があるか

どうかという階級ではなくて、クリエイティ

ブな事ができる才能や個性のある人たちを集

めることができるかどうかであり、そういう

人たちのための都市基盤をクリエイティブイ

ンフラと考えようということです。 

例えば、シアトルのように至るところに魅

力的なカフェがあるということかもしれませ

んし、画期的なミュージアムがあるというの

も、そういう基盤なのかもしれません。道路、

水、鉄道等と大衆娯楽を用意すれば、それで
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都市だという話ではないだろうという議論に

なっています。 

③スペインの取り組み③スペインの取り組み③スペインの取り組み③スペインの取り組み    

私の考えでは、そういう領域において、世

界的に、ヨーロッパでもかなり大きな都市で

画期的な都市再生が始まっています。ビルバ

オのグッゲンハイムの美術館を誘致して、立

派な建築家に公共建築群をデザインさせたと

いう話はよく知られていますし、最近、バル

セロナもガウディの街ということだけではな

く、新しい、面白いデザインを最先端の建築

家たちが行って、新産業を創造する上でも、

クリエイティビティを大事な戦略として行っ

ています。 

④日本④日本④日本④日本    

日本で言いますと、昔はアーバンデザイン

という概念でしたが、今は、横浜がクリエイ

ティブシティとして創造都市戦略を行って先

行をしています。 

金沢も、21世紀美術館という日本の美術館

史上かつてなかったような集客をしている現

代美術の美術館を市役所のすぐ隣に建ててい

ます。伝統工芸だけの街ではなく、新しいク

リエイティビリティを金沢の子供たちが才能

として持つための基盤として、現代美術館を

つくっているということです。 

大阪はこの後発になります。横浜のモデル、

金沢のモデル、あるいはバルセロナのモデル

等を見た上で、我々は大阪流のクリエイティ

ブシティを考えなければならないという現状

にあります。 

申し上げたいのは、世界中でこのようなク

リエイティブな都市づくりが大競争の時代に

あるということであり、さらに申し上げると、

そのようにクリエイティブな都市基盤が都市

の魅力になるので、例えば、企業が新たに進

出する際に、その母土地である大阪がどれほ

ど魅力的で、お洒落で格好良くて、元気が良

くて、皆が生き生きと生きていて、その街独

特の個性で満ち溢れているかというところが

問われると思うのです。 

 

＜釜山の事例＞＜釜山の事例＞＜釜山の事例＞＜釜山の事例＞    

クリエイティブな試みで成功した都市の事

例をいくつかご紹介いたします。 

近い所では、私はよく釜山の事例を紹介し

ます。釜山国際映画祭が始まって今年で 11

年目くらいだと思いますが、高々10 年です。

それで、釜山は東アジアを圧倒する映画産業

のメッカに変わりました。わずか10年です。

これは国家戦略で映像産業を重点化したこと

もありますが、アメリカ留学から帰国した 4

人の 20 代のエリートの存在がありました。

彼らはリーダーとして「これからは映像産業

で頑張る」という目標を定め、発起人となっ

て釜山国際映画祭を始めました。行政は後か

ら支援をしたわけです。 

私はその中の 1人と釜山で会って、なるほ

どと思ったことがいくつかあるのですが、そ

の 20 代後半の 4 人が本当に画期的だったの

は、まず、世界中の映画祭のマーケットをリ

サーチして、先行しているカンヌや、ヨーロ

ッパの映画祭などと同じモデルにしても後発

で勝ち目がないと判断し、芸術作品ばかり集

まっても仕方がないので、1 等賞や金賞銀賞

という賞を出さずに、ありとあらゆる映画を

集める映画祭にしようと決めたことです。も

う一つは、アジアの映画に徹底的にこだわり、

アジア中の映画を釜山に集める仕組みを作ろ

うという 2点にこだわったのです。 

また、具体的な事業の目的もありました。

それは、中心市街地を活性化して、空洞化し

た都心部の商業地区を元気にするということ

でした。魚市場に近接したところに映画館が

あったのですが、寂れてしまっていたので、

この一角を元気にするために、映画祭を始め

たという背景もありました。 

私はその映画祭に行くまで、日本のイベン

トの概念だけで考えていたのですが、話を聞

いて、本当に目から鱗が落ちる思いでした。



 7 

我々の概念では、完成した映画をお披露目す

る場が映画祭だと思っていたのですが、釜山

国際映画祭は違うのです。もちろん映画の上

映で観光客を大量に集めますが、一方で同じ

時期に国際会議場やホテルで産業コンベンシ

ョンを開いています。そこでは次のアジアで

ヒットする映画を作るために、映画に投資し

たい人、脚本のアイデアを持っている作家、

監督たちが集まってミーティングをしている

のです。 

つまり、釜山国際映画祭には二つのミッシ

ョンがあるわけです。一つは、多くの観光客

を集めてアジア中の映画を紹介するという消

費の場であり、もう一つは、次の大ヒット映

画を作るために、アジア中の資本を集め、ア

ジア中の才能がこの時期の釜山に注目してや

って来る仕組みを作っているということです。 

したがって、釜山国際映画祭にアジア中の

有名な監督や俳優がやって来るのは、自分が

出演した映画を見てもらうのは副次的な理由

で、「私を次の映画で使ってくれ」と売り込む

ためであり、監督や脚本家が投資家に対して

話をするために、そういう場を設けるところ

に意義があるわけです。この二重性が日本に

はなかったところです。 

一昨年のオープニングセレモニーは、ヨッ

トハーバーの屋根のないところに巨大スクリ

ーンを設置して行われました。すぐ横にコン

ベンション施設があります。この時は、木村

拓哉が出演した「2046」という映画がオープ

ニングでかかっていました。 

一方で、寂れた中心市街地は、映画祭通り

と名前を変えて、ストリートファニチャーも

映画になっています。 

こういう中で、私はヒアリングで「あなた

たちのライバルはどこなのか」と聞きました。

そうすると、釜山の映像産業の人たちにとっ

てのライバルは東京や香港ではなく、シンガ

ポールだという答えが返ってきました。シン

ガポールが華僑の資本を集めてインドの映画

ビジネスに大量に投資しようとしているので、

それに対して、釜山は中国語圏、日本も含め

た東アジアにおける映画産業の資本と才能を

集めて、その根元を握り、「新しいヒット映画

を作るなら釜山を通せば話が早い」「釜山に行

けばすぐに次の動きができる」という状況を

作りたいという話でした。 

このような、ある圏域における中枢性、メ

ッカ性のようなものが創造都市には必要であ

ろうと思います。 

つまり、「船場は、この領域では、東アジア

において徹底的に素晴らしい場所だ」と国際

的評価をされるようなところまで持っていけ

れば、今回の事業も成功だと思います。 

もう一度申し上げますが、釜山の場合は、

20 代の 4 人の若者が頑張って始めた小さな

取り組みが、10年間で東アジア最大の映像産

業のメッカを目指せるところまできたわけで

す。高々10年で、最初は 4人です。このよう

な動きを是非、船場で起こせればと思ってい

ます。 

 

＜＜＜＜ナントの事例ナントの事例ナントの事例ナントの事例＞＞＞＞    

もう一つ、しばしば事例で出ますのが、フ

ランスのナントという街です。先月、その中

核となっているアートセンターに話を伺って

きました。 

また、ナントの代表的な表現グループのス

ポンサーをしているのが、ルアーブルという

街ですので、その辺りの事例も少しご紹介し

たいと思います。 

①ナントの取り組み①ナントの取り組み①ナントの取り組み①ナントの取り組み    

20世紀の終わり頃、ナントの川沿いにある

クッキー工場の一部をアートセンターに改築

して活動を始めましたが、今世紀になって、

このアートセンターは世界中で非常に有名に

なってきました。工場跡地の中には、お洒落

なカフェやレストランやブックショップがで

き、サブリースで民間業者に渡していますが、

工場の屋根を残したままの巨大なギャラリー
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スペースや劇場もあります。アーティスト･

イン･レジデンス風にして、製作しているとこ

ろを一般の方にも見てもらうようなスペース

もあります。 

これは行政が行っている事業ではなくて、

行政が年間数億円の運営費をある民間の組織

に渡して、そこが公共性を持って活動してい

るという形です。年間数億円の予算を持って

いるわけです。 

そういう中で、来年から 3 ヵ年に渡って、

10億円ほどの予算で、ナントから 60㎞以上

離れた港町のサンナゼールまで、ロワール川

の川沿い全てを使ったアートビエンナーレ

「LOIRE ESTUARY 2007」が行われます。

ESTUARYとは、入り江や湾という意味だそ

うで、川筋のことを表していますが、その周

辺に 16 の小さな街や都市があり、それがす

べて協賛しています。 

60㎞に渡って 30ほどのアートを川縁に並

べていくわけですが、そのうちのいくつかは

公共事業で、イベントが終わった後もそのま

まそこに残されます。例えば、河川敷の公園

の中に庭園をアーティストが作るというもの

もありますし、公園のデザインをした照明器

具も、一応作品として見せますが、後々は市

民が使われるということです。 

このようにして 2年間に 3回開催しますと、

全部の流域にとても画期的なアートが 10 数

個残るので、これで恒常的に観光客を呼び込

もうという取り組みになっています。 

開催は来年度なので、今はまだイメージし

かありませんが、サンナゼールの港の所には

高さ 20数mのプラスチックのアヒルのダッ

クちゃんが浮かぶとか、あるいは、町の人た

ちの物語を大事にしようということで、川の

筋の歴史として、かつて洪水で流れてきた家

などのイメージもインスタレーションを作っ

たりするそうです。さらに、港の方にある潜

水艦の格納庫をアート会場にしたり、歴史的

な城を修復して博物館にするということです。

そして、常に蒸気が出ていていつでも虹が見

えるという光輝くアート船を作り、300 人乗

りのこの船で観光客を行き来させるというプ

ロジェクトになっています。 

興味深いのは、ナントはかつてアフリカの

奴隷等の人身売買のビジネスで儲けていた港

町であり、川の物語を語り直すということは

自分たちの先輩の暗い過去をもう一度語り直

すことになるのですが、やはり川が地域の個

性だということで、川をアート化することで、

新しい意味を付与しようとしているというこ

とです。 

産業遺産も風景として残すことになってい

ます。 

市内の広場の噴水は、日本の有名なアーテ

ィストが利用しまして、周りにホテルを仮設

し、一部屋だけのスイートルームをつくりま

す。大きなスイートルームにこの噴水があっ

て、毎日誰かが一泊できるようになるようで

す。もうそろそろ予約を受け付けるそうなの

で、泊まりたい方は早めに予約されるとよい

かと思います。 

そういうアートが 30 箇所ほどでつくられ

ます。 

②ルアーブル②ルアーブル②ルアーブル②ルアーブルの取り組みの取り組みの取り組みの取り組み    

もう一つの事例として、先日、見て参りま

したのが、ルアーブルという街です。 

この街は第二次世界大戦中、ドイツが占領

していましたので、ノルマンディ上陸の時に、

アメリカ軍とイギリス軍によって空爆され、

壊滅してしまいました。 

その後、新しい街を戦後復興でつくりまし

たが、オーギュスト･ペレという世界の近代建

築を代表する有名な作家がマスタープランを

作り、街全体がコンクリートのビルディング

街になりました。 

これに対して、長年この街の人たちは、「我

が町は醜い。こんなに汚い街は他にない」と

言い続けてきたそうです。フランスの他の街

では、空爆で壊された後、戦前の写真などを
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見ながら歴史的な風景を再現した街がいくら

でもあります。しかし、ルアーブルはそうで

はなくて、鉄筋コンクリートのビルディング

によって復興したわけであり、人々に「こん

なに汚い街はない」と言われ続けてきたわけ

です。 

ところが、昨年度、この街が世界遺産にな

りました。1950年代の戦後復興期の街がすべ

て世界遺産になったわけです。市役所も世界

遺産です。日本で言えば、昭和 20 年代の戦

後復興期に造ったビルディングで、今、世界

遺産になるような街並みなど思いもよりませ

ん。しかし、ルアーブルは昨年、世界遺産に

なりました。 

これで評価は 180度変わりました。これま

で汚くて、コンクリートの塊でどうしようも

ないと言われていた街並みが、「我々の誇りで

ある」「モダンなビルは文化であり、戦後復興、

戦後の人たちの営みの成果だ」と言われるよ

うになりました。 

この街を観光で訪れますと、初期のインテ

リアなどを再現して見ることができます。本

当にモダンリビングの 50 年代風の雑誌その

ままの姿で、とてもお洒落な部屋になってい

ます。 

ここの試みもなかなか参考になるのですが、

このルアーブル市が、先程紹介したナントの

ある劇団をずっと支援しており、いくつもの

作品をルアーブル市で上演するサポートをし

ています。 

今年の新作は、「80 日間世界一周」の著者

であるジュール･ヴェルヌの生誕100周年で、

彼に対するオマージュとして、巨大な女の子

の人形と、巨大な象が時空を越えてルアーブ

ル市で出会うという物語になっています。 

これはナントの劇団がルアーブルの街全体

を舞台として行うもので、象の造形などは本

当に驚くべきで、4 本の足でちゃんと歩きま

す。後ろをロックバンドが、象が行進するテ

ーマなどを演奏しながら追走します。このよ

うにして、4 日間に渡って街じゅうを舞台と

した演劇が展開されます。 

本当にこの象はよく動きます。宇宙からや

って来た巨大な女の子と巨大な象が出会って、

コミュニケーションを図るという物語が 4日

間進展しますが、ある場面では、女の子が宙

吊りになって象の上に乗って一緒に行進しま

す。女の子は巨大な靴を脱ぎ、ちゃんと靴下

も脱いでから象に乗りって街を歩きます。女

の子が宙で踊ると、象が喜ぶというという場

面もあります。 

夜なると、女の子はちゃんとネグリジェに

着替えて寝ます。象も寝ています。 

ところが、朝になりますと、駅前などに異

様な光景が見られます。車が道に縫い付けら

れているわけですが、これは女の子が夜の間

にいたずらをして車を縫い付けたという想定

になっています。 

街角には「象が歩いては駄目」という交通

標識も立っています。街を上げて、この演劇

を楽しもうという雰囲気で満ち満ちているの

です。 

朝起きると、女の子は象に朝シャンをして

もらいます。 

これは高さ 10 数メートルの巨大なマリオ

ネットで、人が引っ張って手足を動かしてい

ます。恐らく、ジャストワン･アイデアだった

と思いますが、世界初だと思います。何十万

人もの人がこの劇を見るために街中に溢れ、

大変に盛り上がります。この 4日間は、街は

この人形劇の話題で持ち切りです。 

関係者に聞くと、やはり子供たちが本当に

感動するそうです。これを見て、クリエイテ

ィブなことに心を動かされ、そういう現場が

街にあることを感じる場ができています。 

物語の最終シーンは浜辺です。女の子が宇

宙船に乗って、巨大な象と別れを告げます。

象にキスをして、女の子は飛んでいくという

設定で、夕日の中で物語は終わります。これ

は 4日間の大演劇なのです。 
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今ご紹介した釜山の場合も、ナントやルア

ーブルの試みもそうですが、各都市がかつて

なかった新しいクリエイティビリティをもっ

て競合しているわけです。 

ご紹介した劇団は、その分野では本当に有

名で、年間通じて至るところで色々な興行を

しており、本拠地であるナント市からは、ナ

ントが生み出した新しい文化芸術産業だと認

識をされています。 

ところが、我々はそういうことをあまり意

識していません。そういう文化芸術産業、あ

るいはクリエイティブな産業の進行によって

街が変わる、人々の意識も変わる、そういう

都市再生があるだろうと思われます。冒頭に

申し上げた「都市のブランド力向上を契機と

して、良き循環が生み出される」ということ

が、まさにクリエイティブな都市づくりだろ

うと思います。 

 

●大阪の可能性●大阪の可能性●大阪の可能性●大阪の可能性    

 

①①①①創造都市の都市間競争へ参加する覚悟創造都市の都市間競争へ参加する覚悟創造都市の都市間競争へ参加する覚悟創造都市の都市間競争へ参加する覚悟    

大阪は、そのような創造都市の都市間競争

に加わる覚悟をしなければなりません。そし

て、先程申し上げたように、大阪は後発なの

です。国内でも横浜、金沢より後発で、東京

でも秋葉原、六本木の集積から思いますと、

大阪は後発だという気がします。しかし、可

能性は充分にあるだろうと考えています。 

②クリエイティブ都市には拠点が必要②クリエイティブ都市には拠点が必要②クリエイティブ都市には拠点が必要②クリエイティブ都市には拠点が必要    

これから考えるべき一つの点として、そう

いう都市には、先程のナントのクッキー工場

跡や、釜山の 4人の人たちが始めた最初の小

さな拠点のような、拠点づくりが必要だと思

います。それには、北ヤードのナレッジキャ

ピタルが一つの可能性と言えます。また、大

阪府も江之子島の産技総研跡地にアートセン

ターを造ろうという動きをされています。今

回の我々の船場クリエイティブ･ポートも、そ

の一つの、まだ小さいかもしれないけれど、

ゆくゆくは凄く大きな拠点になるポテンシャ

ルを持った場所づくりでありたいと思ってい

ます。 

③次世代の才能に活躍の場を③次世代の才能に活躍の場を③次世代の才能に活躍の場を③次世代の才能に活躍の場を    

それは単に、今ある才能を今あるマーケッ

トに売るという話ではなく、釜山のように、

20代後半の若い人たちが 10年かけてその分

野で踏ん張ってくれれば、その分野の世界有

数のメッカになることができると考えていま

すので、そういう次世代の才能を船場で発掘

する、逆に才能のある人たちが船場に集まっ

てくる、そういう仕掛けを考えることができ

るのではないかと思うわけです。 

④昭和④昭和④昭和④昭和 12121212 年の大阪市政年の大阪市政年の大阪市政年の大阪市政    

最後に、「昭和十二年の大阪市政」という冊

子をご紹介したいと思います。 

この冊子は大阪市役所が出したパンフレッ

トですが、その冒頭には、「各地の市政界には

したなき紛争が絶えない。忌まわしき不祥事

さえ取沙汰されている。しかし、大阪市のみ

は悪声がない。我が国都市行政の模範。全国

都市民の羨望の的。｣という文章が書かれてい

ます。大阪市役所がこのように高らかに謳っ

ていた時期があるのです。 

なぜ当時の大阪市役所はそういうことを謳

えたのかと言いますと、これは室戸台風で大

阪が壊滅した後の復興を成し得た時期でもあ

ると思いますが、一つには「市政の事業第一

主義」があります。主だった公共的な事業は

大阪市が牽引して行うということです。 

もう一つは、「市民の企業的精神と奉仕的努

力の賜物」です。行政も事業者として頑張る

ので、市民も企業的精神を持って、公共的な

事業には、大阪城天守閣の寄附や御堂筋の受

益者負担などで頑張るということで、進取の

気性に富む市民が公共の負担に任じるという

志があったわけです。 

危機に瀕した時に、大阪では「本市民の熱

烈なる愛市運動」が起こりました。大阪が大

好きで、大阪が大事で、大阪をもっと良くし
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ていきたいという運動が色々な所から起こっ

て、大阪は危機を脱したのだということを、

大阪市はこの冊子の中で高らかに確認してい

るのです。 

東京の人に「大阪は元気がない。名古屋は

凄い」などと言われると、「そうですね、駄目

ですね」とついオウム返しで言ってしまうの

ですが、そうではなくて、大阪で頑張ってい

る我々こそが、熱烈なる愛市精神を持って、

大阪をこれまでとは違う分野において、誇り

に思えるような街にしていかなければなりま

せん。行政と市民、あるいは企業活動の総和

が、そちらの方向にベクトルを揃えるべきで

あろうと思います。 

一つの可能性として、今回ご提示している

ような、クリエイティビリティの分野、創造

都市の分野にも、大阪の人々の志と実践を是

非とも結集していただき、大阪を愛する人た

ちの思いを込めて船場の地域ブランドをもう

いちど作り直すという、今回の夢のある事業

に、是非ともご参加いただきたいと思います。 

目的の達成に向けて、船場クリエイティブ･

ポート推進協議会には、①モデルプロジェク

ト事業、②クリエイターの登録･参加事業、③

研究会･交流会やセミナーの開催、④「知的創

造特区」等によるまちづくり事業、⑤エリア

マネージメント事業～エリアブランディング、

⑥プロモーション事業 という六つの事業が

挙げられています。ただし、これは協議会だ

けが行うものではありません。参加していた

だく皆さんと共にこの六つの事業に取り組み、

釜山が 10 年間で東アジアの映画のメッカに

なったように、短いスパンで船場を大きく変

えてしまうぐらいの志を持って、今回の船場

クリエイティブ･ポート推進協議会を是非と

も上手く走らせたいと思っています。皆さん

にご協力いただければと思います。 

どうもご清聴ありがとうございました。 

 

 



 12 

■パネルディスカッション■パネルディスカッション■パネルディスカッション■パネルディスカッション    

「街に力をつけるということを考える」「街に力をつけるということを考える」「街に力をつけるということを考える」「街に力をつけるということを考える」    

 

コーディネーター  嘉名 光市 氏  大阪市立大学大学院助教授 

当協議会副座長 

 

パネラー  池田 良直 氏  日本政策投資銀行関西支店 企画調査課長 

板倉 忠則 氏  (株)板倉デザイン研究所代表取締役 

河本扶美子氏  (株)ファーストブランド代表取締役 

澤田  充  氏  (株)ケイオス代表取締役 

牧野 忠廣 氏  (社)大阪ビルディング協会事務局長 

  

●趣旨説明●趣旨説明●趣旨説明●趣旨説明    

    

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： 本日は、｢街に力をつけるというこ

とを考える｣というテーマでディスカッショ

ンしたいと思います。 

先程、船場クリエイティブ･ポートの考え方

やコンセプトについてご説明がございました。

また、それに関連して、橋爪先生からはクリ

エイティブ都市のあり方についてお話があり、

1 時間で世界を一周していただいたというと

ころです。 

それを踏まえまして、船場でクリエイティ

ブ･ポートをどのように考えていくのかとい

うことを、皆さんとお話ししていきたいと思

います。 

前半はパネラーの方にお話しいただき、後

半は会場の方とパネラーの方々とがやり取り

していただく時間を若干ですが、設けさせて

いただきたいと思っています。 

先程来のクリエイティブ･ポートのお話の

中で、いくつかキーワードが出てきました。

一つは「ブランド」、もう一つは「スタイル」

で、船場でブランドやスタイルをどのように

していくかということが、これからポイント

になるのではないかというお話だったと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、「ブランド」「スタイル」というキ

ーワードからお話に入りたいと思いますが、

まずはパネラーの方に順にお話をしていただ

きながらディスカッションに入っていきたい

と思います。 

実は、本日のパネラーの皆様は、何らかの

形で船場に関わりを持っておられる方々であ

り、さらに言うと、ある特定の業界の方では

なく、様々な専門分野の方をお招きしており

ます。したがいまして、お話がいろいろと広

がるかもしれませんが、逆にそれが面白さだ

と我々は考えています。むしろ、議論を集約

させずに、いろいろなディスカッションがで

きることを意識して、話を進めていきたいと

思っています。 

それでは、順番に私の方からご紹介させて

いただく形で、ご指名させていただきます。 

まずは、板倉さんからお話しいただきたい
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と思います。橋爪先生のお話でも、都市のブ

ランドをどうするかということがキーワード

として上がっていましたが、クリエイティブ･

ポートというコンセプトの中にも船場ブラン

ド、船場スタイルという言葉が登場していた

ように思います。その点について、板倉さん

が普段されているお仕事と絡めまして、お話

しいただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

 

●●●●パネラーの活動と街づくりに対する視点パネラーの活動と街づくりに対する視点パネラーの活動と街づくりに対する視点パネラーの活動と街づくりに対する視点    

 

＜ブランデ＜ブランデ＜ブランデ＜ブランディングの考え方について＞ィングの考え方について＞ィングの考え方について＞ィングの考え方について＞    

板倉板倉板倉板倉：：：： はじめまして、板倉です。先程から

何度も「ブランド」という言葉が出ています

が、私自身、ブランディングに関する仕事を

多く手掛けています。 

ブランディングは、この数年、盛んに言わ

れるようになりましたが、取り方はいろいろ

です。そこで、例えば、私自身のブランディ

ングはどういうことかと考えるとわかりやす

いかと思います。 

本日は私と初対面の方が多いと思いますの

で、板倉忠則という人間のブランディングを

どうすればよいかと考え、恐らく赤いジャケ

ットを着ている男性は私しかいないだろうと

判断して、まず、それで目立とうと思いまし

た。そうすれば、もしも最初から最後まで話

が退屈で寝てしまった人がいたとしても、｢何

となく赤い服を着た変な男がいた｣というこ

とだけでも記憶してもらえるのではないか、

それだけでも良いということです。 

これが始まりであり、デザイニングという

言葉で表現します。デザイニングとはデザイ

ンをするとか、何かを設計するということだ

けではなく、マーキングや何かの始まりとい

うことも含めて、最初にあるものがデザイニ

ングです。 

先程、私の三つ折の名刺を配らせていただ

きました。この名刺というツールの中に、私

がどういう仕事をしてきたのか、どういう考

え方をしているのか、どこに所属しているの

かというアイデンティティがほとんどすべて

入っています。名刺というのは、知らない者

同士がビジネスでファーストコンタクトをと

った時に、自分のアイデンティティを相手に

伝えるために必ず出す重要なツールです。こ

れを皆さんに撒くことは、先程のデザイニン

グを引き継いで、スタイリングという言葉で

表される演出等に当たります。 

それから、私が話をして、これからパネル

ディスカッションに入るわけですが、いろい

ろなことが出てくると思います。それが終わ

った段階で、今回の船場のプロジェクトがも

っとリアリティを持って発展していった時に、

私がそのコアメンバーに入れるかもしれませ

ん。これを我々はマーケティングと言ってい

ます。 

ですから、デザイニング、スタイリング、

マーケティングの三つが上手く絡み合って、

初めてブランディングが成り立つわけです。 

もっと簡単に言えば、食事をしにレストラ

ンに行く場合、素材も料理も大事です。これ

が始まりです。しかし、料理がいかに美味し

くても、その空間が楽しくなければだめです。

その空間の演出がスタイリングです。あるい

は、料理も空間の雰囲気も良かったけれど、

対応がもう一つだと評価される場合がありま

す。これはおもてなしであり、マーケティン

グです。 

そういうことがあって初めて、バイラルコ

ミュニケーション、つまり口コミで「あの店

はとても良いよ」とか「彼はとても良いよ」

という評価が広がり、それがブランディング

になっていくわけです。 

私は㈱板倉デザイン研究所を主宰していま

すが、もう一つ、㈱仮説創造研究所もやって

います。㈱仮説創造研究所のコンセプトは、

「思いを形にする」ということです。つまり、

人の思い、物の思い、企業の思い、エリアの
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思い、国の思い等、最初に「思い」があるわ

けですが、自分がいくら「思い」を持ってい

ても、それだけではなかなか人に伝わりませ

ん。それを形にしていくのが私の仕事です。 

先日、カラオケバーに、涙が出るほど歌の

上手い人がいました。素人の歌を聞いて涙を

流したのは初めてですが、彼と出会って、彼

の思いを聞いて、「彼をデビューさせよう」と

思い、音楽事業を始めることにしました。つ

まり、彼と出会って、その思いが伝わって、

我々はそのためにある程度の資本を投下して

ビジネスを始めたわけです。私はこういうこ

とがブランディングだと思います。 

この話は、後半の船場のブランディング･

イメージについてのパネルディスカッション

に続けて意見を述べさせていただきたいと思

います。宜しくお願いいたします。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。ブランデ

ィングがどういう要素から出来上がっている

のかということを、板倉さん自身を見本にし

て、非常にわかりやすくお話しいただきまし

た。また、後程、お話を伺いたいと思います。 

続きまして、冒頭に発起人としてお話をさ

れました畑さんの SOHO からお一人で起業

されて、今、急成長のビジネスを手掛けてお

られる河本さんにお話を伺いたいと思います。 

河本さんは、船場という街でビジネスを立

ち上げて順調に発展してこられましたので、

船場という街についての思いや、どのように

してビジネスが発展の軌道に乗ったのかとい

うこと等、お話を伺いたいと思います。河本

さん、宜しくお願いいたします。 

 

＜＜＜＜大阪生まれの上場企業を目指して大阪生まれの上場企業を目指して大阪生まれの上場企業を目指して大阪生まれの上場企業を目指して＞＞＞＞    

河本：河本：河本：河本： 皆様、はじめまして。㈱ファースト

ブランド代表の河本と申します。本日はこの

ような機会を与えていただきまして、本当に

ありがとうございます。 

我が社の事業ドメインを簡単に申し上げま

すと、ただ今、ビジネスが成功しているよう

な紹介をしていただきましたが、まだまだ小

さいインターネットベンチャー企業です。 

我が社の企業理念は、大阪発、大阪生まれ

の日本を代表するインターネットサービス会

社であり、それを目指そうと大きな目標を掲

げまして、ベンチャーキャピタル様から 4社

ほど出資もいただき、2010年を上場目標に頑

張っております。 

事業内容としては、eマーケティング、web

の制作から、web を使ったマーケティング、

アプリケーションツール、効果測定等のパッ

ケージを販売していますが、ここまで会社を

発展させてきた経緯して、よく「システムの

専門家だったのではないか」「web に関連し

た事業をずっとしてきたのではないか」と聞

かれますが、実は全く違います。 

2002年に起業した時は、全くお金もなく、

ネットワークもなく、たった一人で事業を立

ち上げました。大阪に知人もネットワークも

ありませんでしたので、どうすればよいかと

悩んでいた時に、畑先生と出会い、SOHOと

いうシステムを教えていただきました。 

正直なところ、その時は SOHO というシ

ステムも知りませんでしたが、SOHOの中に

入って、いろいろな方とめぐり合い、いろい

ろな方とネットワークを組みながらチャンス

をいただきました。 

そして、東京であれば、なかなか支援をい

ただけなかったと思うのですが、企業理念で

ある「大阪生まれの日本を代表するようなイ

ンターネットサービス会社」を創って「大阪

でも上場できる」という夢を叶えていきたい

というところに、大阪のベンチャーキャピタ

ル様が支援をしてくださいました。これは、

この街で起業したからこそ成り立ったのでは

ないかと思っています。 

そういうところをパネルディスカッション

でいろいろとお話しできればと思っておりま

すりで、どうぞ宜しくお願いいたします。 
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嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。キー･フ

ォー･サクセスのポイントを、後程、じっくり

とお聞かせいただきたいと思います。 

続きまして、㈱ケイオスの澤田さんにお願

いいたします。澤田さんは、既に船場の街づ

くりには深く係わっておられ、最近の「北船

場くらぶ」や「淀屋橋WEST」等の活動は皆

様もよくご存知だと思います。 

それでは、ご紹介は不用だと思いますので、

澤田さんの方からパワーポイントを使ってお

話をしていただきたいと思います。 

 

＜＜＜＜淀屋橋淀屋橋淀屋橋淀屋橋 WESTWESTWESTWEST とととと北船場くらぶ北船場くらぶ北船場くらぶ北船場くらぶの取り組みの取り組みの取り組みの取り組み＞＞＞＞    

澤田：澤田：澤田：澤田： ㈱ケイオスの澤田です。宜しくお願

いいたします。 

私は船場で独立して14年目になりますが、

14 年前に平野町 2 丁目に事務所を構えたの

が最初です。私が会社を設立する時の発起人

としてお世話いただいた弁護士の先生が、た

またま伏見町 2丁目におられて、その先生に

会社設立のご相談をした帰りに事務所を探し

て船場に迷い込んだという、そういうご縁で

船場との関係が始まりました。 

私の仕事は、まちづくりや商業施設づくり、

あるいは街興し、村興し、地域の活性化事業、

中心市街地活性化や商店街の活性化等に関す

る業務です。船場では「淀屋橋WEST」と「北

船場くらぶ」に関わる活動をしています。 

まちづくりをしていますと、他の街ばかり

手掛けて、自分が事務所を構えているところ

の仕事がなかなかできません。また、これま

では大規模な商業施設を多く手掛けてきまし

たが、ただ、それで良いのか、人が暮らすヒ

ューマンスケールはどうなのかということを

常々考えていました。そこで、今、船場で活

動しています二つは、デベロッパーがいない

ノンデベロッパーのまちづくりをしています。 

短い時間でご紹介しれなければなりません

ので、ビジュアルをお見せしながら説明した

いと思います。 

間もなく 12月、クリスマスです。「淀屋橋

WEST」はご存知だと思いますが、淀屋橋は

大人がゆっくりと楽しめる伝統ある上質な街

としてブランディングされると思っています。

ですから、美味しいレストランがある街、手

入れの行き届いた住宅、賑わいが街まで溢れ

るバール等、そういうものがある街が良いと

思って手弁当で始めたプロジェクトです。場

所は淀屋橋の南西エリアです。 

現在、9軒の飲食店と 1軒の物販店、そし

てバロック音楽の楽団と活動をしています。 

質の良いお客様が集まる、滞留時間の長い、

大人が集う場所ではないかと思っています。 

スペイン料理店、フランス料理店、ブティ

ック等があり、また、バロック音楽の日本テ

レマン協会は、大阪倶楽部という近代建築の

建物でマンスリーコンサートを 30 年間され

ています。このような街に開かれた店づくり

を基本的な手法としています。 

昨日、点灯式がありましたが、4 年間に渡

って街づくりの一環としてイルミネーション

をしています。よく住宅街でイルミネーショ

ンをしているところがありますが、それをオ

フィスバージョンでできないかと考えて始め

たもので、2003 年に第 1 回を行いました。

この時は 1社、2ビルに協力いただきました

が、年々広がって、今年は 13社、13ビル、

10 店の協力をいただいています。夕方の 5

時～12時まで点灯していますので、お近くに

寄られることがありましたら、見ていただき

たいと思います。 

そして、イルミネーションとコンサートを

12月の風物詩にしようと思い、タイアップコ

ンサートも考えています。ルミナリエやミレ

ナリエのような大規模なものではありません

が、手作りでできる範囲でサスティナブルに

していくのがブランディングにつながってい

くのではないかと考えています。 

それから、街の風景として、元愛日小学校

跡地の開発の仮囲いをアートしようと思い、
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ここにもイルミネーションをしています。こ

れが「淀屋橋WEST」です。 

「北船場くらぶ」は「暮らす」ということ

を大切なキーワードとして、それを単に住む

こと、働くことではなく、愛着を持ってその

街を使いこなすことだと考え、今年の 9月に

立ち上げました。 

現在、会員数は約 300 名です。「北船場ス

タイル」という本も出していまして、街の同

窓会の会長のような役割になれれば良いと思

っています。同窓会というのはなかなか開か

れないものですが、やってみると面白いもの

です。しかし、幹事がいなければ開かれませ

ん。そういう意味で、街の広報担当者であり、

尚且つ同窓会の幹事のような役割ができれば

と考えて、一冊の本をまとめさせていただき

ました。 

また、三越が315年の幕を閉じた北浜では、

その跡地の工事現場の仮囲いも街を表す風景

であり、コミュニケーションと考えて、11月

から「せんばことば」を表示しています。も

しお近くに寄られることがありましたら、見

ていただきたいと思います。メディアミック

スで、WebのURLを載せていますので、解

説はそちらの方で見ていただけたらと思いま

す。 

さらに、橋爪先生にお越しいただいて、シ

ンポジウムも開催しました。 

このような活動をしている会社の代表をし

ている澤田です。後程、またこの角度からい

ろいろとお話しできればと思っておりますの

で、宜しくお願いいたします。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。これまで、

街づくりのハードの部分は、デベロッパーや

4 番バッターの企業が中心になって行うのが

普通でしたが、そこが澤田さんの新しいとこ

ろで、ノンデベロッパーで行われ、「暮らす」

というキーワードで街を捉えるという、非常

に新しい試みを自ら実践されているように思

います。 

それでは、続きまして、㈱大阪ビルディン

グ協会の牧野さんに、これまでいろいろな開

発プロジェクトに関わってこられたご経験か

ら、あるいは現在の役職であるビルディング

協会のお立場や、いろいろなところから船場

という街についてお話しいただきたいと思い

ます。宜しくお願いいたします。 

 

＜＜＜＜ビル経営の移り変わりとビル経営の移り変わりとビル経営の移り変わりとビル経営の移り変わりと街街街街のののの価値価値価値価値＞＞＞＞    

牧野：牧野：牧野：牧野： ㈱大阪ビルディング協会の事務局長

をしております牧野です。宜しくお願いいた

します。 

元は大阪ガス㈱に勤務しておりました関係

で、船場の真ん中で仕事をしておりましたし、

現在も㈱大阪ビルディング協会の会員のビル

はかなりの確率で船場の地区内にビルをお持

ちです。したがいまして、この地区の活性化

は、我々ビル経営に携わるものにとって非常

に重要です。そういう立場から、千葉さんに

声を掛けていただき、若干、場違いではない

かと思いながら、この場に出席させていただ

きました。 

私も実は大阪ガス㈱時代に、先程挨拶され

た吉岡部長と一緒に近畿圏部というところで

社有地開発の仕事をしました。平成 2年から

その仕事に携わりましたが、バブルが弾ける

か、弾ける前かという頃で非常に良い時代で

あり、当時の開発銀行からできるだけたくさ

んの融資を受けて、大規模開発を進めていま

した。 

その頃は新規開発が中心で、既存の市街地

に対する配慮はほとんどされていませんでし

た。オフィスの開発等もしていましたが、3

年に 1度、賃料をきちんと 10％上げられる時

代で、何の問題もありませんでした。 

ところが、平成 6年を境にビルの賃料の伸

びは完全に止まり、そこから急速に右肩下が

りで落ちていきます。バブルが崩壊し、現在

の不動産価値は絶対価値ではなく、「この土地
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と建物でどれだけ収益を生み出すか」という

収益還元法で価値が決まると言われています。 

ですから、施設単位、ビル単位で見るので

はなく、地域全体としての収益性が大事にな

ります。隣同士でテナントの取り合いをして

いても仕方がありません。実際に活性化した

地区でビル経営をすることが不可欠な要素に

なっています。 

ただ、自分のビルを活性化するだけでも大

変であり、ましてや地域全体の活性化に一ビ

ル経営者として携わるのは時間もかかります

し、大変なことです。そういう関係から、数

年前から、主に企業系のビルオーナー会社は

オフバランスという意味もあって、ビルを手

放して流動化し、証券化して、逆に自らは管

理ビジネス、最近の言葉ではプロパティマネ

ジメントと言われるフィービジネスで稼ぐよ

うになっています。賃料の値上がりは期待で

きないので、フィービジネスで稼ぐようにな

ってきたわけです。㈱大阪ビルディング協会

の会員も従来のオーナーとしての賃料の上が

りだけではなく、管理ビジネスで経営されて

いるところが増えています。 

それと同時に、不動産そのものが金融資産

として置き換えられていくわけですから、不

動産とは名ばかりで、流動化していくために、

ビルの経営者の土地に対する思いがしだいに

希薄化しているように思われます。この土地

で過ごされているオーナー経営者は土地に対

する思いを持っておられますが、大手の企業

系のビルオーナー会社は、やはり土地よりも

ビル経営の方が大切であり、どちらかという

と土地に対する思いが希薄になっていくよう

です。 

ただ、地域の盛衰とビルの経営は一蓮托生

です。そういう意味では、地域の活性化なし

にビル経営は向上しません。船場地区がまさ

に㈱大阪ビルディング協会の会員の最大集積

地でもありますので、ビル協の立場からも船

場地区の活性化を願っております。そういう

立場で、本日は私なりの提言をさせていただ

きたいと思います。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。実際に船

場クリエイティブ･ポートの拠点をつくろう

という話になりますと、やはり船場の中にあ

るたくさんのビルがフィールドになると思い

ます。何年かは無理してでもできるかもしれ

ませんが、やはり、ビジネスとして成立しな

ければなりません。やはり、持続可能な仕組

みにしていくのであれば、win-winの関係を

どう作るか、つまり、ビジネスとして成立す

る部分をどのようにして作り上げるかという

ことも重要になります。 

そういう意味では、ビルオーナーの立場も

非常に重要ですし、街の価値を上げることと、

ビルの価値を上げることをどう上手く結び付

けるかというところについて、また後程、お

話しいただきたいと思います。 

それでは、最後になりましたが、牧野さん

のお話の中にもお名前が登場しました、日本

政策投資銀行の池田さんにお話しいただきた

いと思います。 

グローバル化の時代の中で、金融は世界レ

ベルでお金が動く時代になり、地域経済が世

界とどう向き合うかという難しさがあります。

あるいは、そういう中で地域活性化は金融か

ら切り離された形にならざるを得ないのか等、

まさに金融の現場で実践されておられますの

で、その辺りのお話をしていただきたいと思

います。宜しくお願いいたします。 

 

＜＜＜＜政策投資銀行の家守事業への取り組み政策投資銀行の家守事業への取り組み政策投資銀行の家守事業への取り組み政策投資銀行の家守事業への取り組み＞＞＞＞    

池田：池田：池田：池田： 日本政策投資銀行の池田です。宜し

くお願いいたします。 

皆様の中にも「なぜ、こんなところに金融

機関の人間が来ているのか」と思われる方も

多いと思いますし、私も自分だけ異質ではな

いかと感じています。特に、銀行と言います

のは、クリエイティブという言葉から一番遠
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い産業というイメージを持たれているのでは

ないかと思いますが、昨今の銀行を取り巻く

環境を見ますと、それは否定できないという

のが正直なところです。 

日本政策投資銀行は、政府系金融機関で

100％政府出資の銀行です。そう言いますと、

「今、行政改革の中で問題になっている銀行」

ということが最初に頭に浮かばれるのではな

いかと思いますが、本日はその辺りの話はご

容赦いただきたいと思います。 

それでは、主にどういうことをしているか

と言いますと、その時々の要請に応じて、昔

であれば基幹産業への融資やインフラ系への

融資、街づくりということで大規模再開発へ

の融資も行ってきました。 

ただし、時代が変わる中で、国の目指す方

向もいろいろと変わっていきます。それに対

して、現在、我々は三つのキーワードを中心

に仕事に取り組み、それを金融という手法で

サポートしています。 

その 3本柱は、「環境」「技術」そして「地

域」です。そして、「地域」に該当する中で、

街づくり、地域活性化、中心市街地の活性化

等の事業のお手伝いもしています。 

今回、具体的な例としてご紹介したいのは、

最近、我々が支援している「家守事業」です。

「家守」とは江戸時代に長屋などを差配され

ていた家守さんをイメージしていますが、こ

れは元々、新宿の歌舞伎町から始まりました。 

ご存知のとおり、歌舞伎町には違法風俗店

が多いので、そういうところを摘発し、テナ

ントを出していきますが、しばらくすると、

また別の違法風俗店が入るというイタチゴッ

コになっていました。そこで、いろいろなビ

ルにまたがる空室を家守さんに管理していた

だき、どういうテナントを入れるか、プロデ

ュースしていただくわけです。 

その時に、単純にビルそのままではテナン

トは来ませんので、内装を改装する必要があ

ります。我々はその資金に対する融資を行う

という事業を支援しています。 

しかし、正直なところ、この事業はまだ途

上にあります。それは、そういうものをまと

めて管理してくれる人がいないことと、もう

一つ大事なことは、違法風俗でなければどん

なテナントでも良いかというと、それでは街

づくりには何の役にも立たないので、街とし

てどういう機能を集積させていくのかという

ところを、行政とも上手く組み合いながら、

適切なテナントを探すことのできる方が必要

だということです。それによって推進してい

くわけですが、実際には難しいと言わざるを

得ません。 

似たような事業として、複数のビルに渡る

ものよりは、単純に 1棟のビルを完全にコン

バージョンするという例にまだ留まっている

のが現状です。 

そこで、そういうものを支援すると言うと

格好良く聞こえるのですが、皆様の中には「銀

行は、最初は格好の良いことを言って、実際

に資金を出す時には保証や担保がどうとかと

難しいことばかり言う」とご批判もあるかと

思います。それはある面では真実です。しか

し、我々としては、いつまでもそういうこと

だけをしていては何の進展もないので、皆様

との話し合いの中で、行政との関わり等、い

ろいろな関係者がいろいろなリスクを見なが

ら、どのようにして全体として補完していく

かという仕組みづくりをしていきたいと考え

ています。 

また、いろいろとご批判等もあると思いま

すが、それは後程、お受けするということで、

取りあえず、ご紹介を兼ねてお話しさせてい

ただきました。宜しくお願いいたします。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。私も初め

て池田さんから「家守事業」の話を聞いた時

は「なぜ金融機関がそういうことをするのか」

と思ったのですが、よくよく伺ってみますと、

政策投資銀行は地域づくりと金融は結び付い
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ていると思っておられるようです。 

クリエイティブとは縁遠いと冒頭にご謙遜

されていましたが、実はお金は重要であり、

経済の仕組みに乗ると続く可能性は出てくる

わけです。 

例えば、今年、グラミン銀行がノーベル賞

を受賞しましたが、地域の活性化に根付いた

金融の仕組みを生み出すと、一気に街が活性

化する可能性があるということです。そうい

う意味では、是非、政策投資銀行にもクリエ

イティブ･ポートの中核として頑張っていた

だきたいと思います。 

 

●●●●船場の街づくりに向けて船場の街づくりに向けて船場の街づくりに向けて船場の街づくりに向けて    

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： 一回りしましたところで、どういう

方がパネルに来ていただいているか、おわか

りいただけたと思います。そこで、船場の街

をどのようにしていくかということについて、

お話を深めていきたいと思います。 

まず、最初の話に戻って、街のブランディ

ングについて考えたいと思います。板倉さん

が冒頭に「赤い服の私が板倉というブランデ

ィングのスタートラインだ」という話をされ

ましたが、街のブランディングを考えると、

街は実に多様な要素で構成されていることが

わかります。例えば、牧野さんが言われたビ

ルの話や、池田さんが言われた金融の話、河

本さんがされているような実際のビジネスの

話、それもいろいろなビジネスがあります。

あるいは澤田さんがされているようなお店を

中核にした街づくりの話等、いろいろな要素

がありますので、会社のブランディングや商

品のブランディングのように、社長がいて、

クリエイターがいて、その人の思い通りにな

るという、そういうものではない部分がある

ような気がします。そこが街のブランディン

グの難しさだと思います。 

実は、板倉さんはいろいろな街のブランデ

ィングにも関わっておられて、そういう意味

では、商品のブランディングと街のブランデ

ィングの両方をご経験されていますので、街

のブランディングの特徴、ポイントと、板倉

さんが船場という街をブランディングするな

らどういう方法があるかということについて

伺いたいと思います。 

 

＜＜＜＜クリエイターが集うクリエイターが集うクリエイターが集うクリエイターが集うハートシェアの街ハートシェアの街ハートシェアの街ハートシェアの街へへへへ＞＞＞＞    

板倉：板倉：板倉：板倉： 基本的に、ブランディングという作

業は、人でも、物でも、イベントでも、街で

も、同じだと思っています。 

そこで、まず、船場という街に対する思い

がどうなのか、どういう街にしたいのか、現

状はどうなのかというところから入ります。 

私は、本日のパネルディスカッションのた

めに、2 日間ほどかけて船場地域を歩きまし

た。私の事務所は堀江にありますが、堀江は

小さな公園がいくつか点在し、季節の移り変

わりがよくわかります。しかし、船場地域は

残念ながら公園が少なくて、ストリートにも

樹木があまりありません。その点が、街を徘

徊する時の弱点ではないかと思います。 

その他では、セレクトショップやレストラ

ン等が入っていて、船場という DNA はあり

ますが、世界的に見るとよくあるエリアとい

う感じです。 

私が思うには、例えば、東京の人に「船場

を知っているか」と聞くと、ほとんどの人が

「知らない」と答えると思います。しかし、

心斎橋や御堂筋は知られています。そこで、

船場は御堂筋の傍ですので、私は御堂筋のイ

メージを利用して、借景にするべきではない

かと思います。世界的に見ても、ニューヨー

クにはマディソン･アヴェニューという表の

顔があり、裏にはソーホーやトライベッカと

いうエリアが存在し、そこにアーティストが

集まって、人の力でエリアが面白くなってい

ます。 

御堂筋は北のエンドと南のエンドにキタと

ミナミがあります。最近は、そこに大きなビ
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ルが建っていますが、そういうハードシェア

の部分はそこに任せておいて、中心部の船場

はハートシェアで、もっと人の心に感じるエ

モーショナルな部分を売り出すべきだと思い

ます。 

そのためには、若いクリエイターの参加が

必要です。クリエイターというのは、別にデ

ザインする人や仕掛ける人だけではなく、そ

ういう気持ちを持っている人はすべてクリエ

イターだと思っていますので、例えば、オー

ディションシステムのような形で、そういう

人たちが自由に参加できて、それに対してき

ちんと投資していくという、アイデアとお金

の流れの仕組みをきちんと作って、「船場から

発信するソフトが素晴らしい」と認知される

と非常に面白くなるのではないかと思います。 

先程、橋爪先生が映画祭の話をされました

が、本当に凄いと思いました。そういう若い

人たちの柔軟なアイデア、若い人たちが上に

上がっていこうとするサクセスのイメージと

パワーが上手く重なり合わなければ、街の活

性化はなかなか難しいのではないかと思いま

す。我々は少し年を取りすぎていますので、

次世代に対して何を準備してあげるかという

ことを、街づくりにおいて真剣に考えるべき

時期だと実感しています。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。若い人た

ちが入って来ることは、確かに街の活力とし

ては重要です。この辺りについて、澤田さん

もブランディングをされているということで

すので、続けて伺いたいと思います。 

 

＜＜＜＜船場ＤＮＡに異分子を取り込む街づくり船場ＤＮＡに異分子を取り込む街づくり船場ＤＮＡに異分子を取り込む街づくり船場ＤＮＡに異分子を取り込む街づくり＞＞＞＞    

澤田：澤田：澤田：澤田： ブランディングというのは難しいも

のです。私は 4年前、「淀屋橋WEST」をや

ろうと思った時に、「ぴあ」や「マップル」や

「るるぶ」の地図を見たのですが、船場エリ

アは地図上ではわずかに出ている程度で、も

ちろん拡大図はありません。地図に出ている

のも、キタからミナミに行くルートを紹介す

るために出ているだけで、そこに何もプロッ

トされたものがありませんでした。それを見

て、この辺りで仕事をしている人間にとって、

この街は地図にない街だという気がしました。 

これは、先程の「心斎橋は全国の人が知っ

ている」という話とつながるかもしれません

が、そういう状況から、ここをどう呼ぶのか

というところから考え始めました。もちろん

「船場」という名前はあるのですが、何か少

し曖昧だと思ったわけです。 

それで、世の中でいろいろなものを見ます

と、街すらブランドになるのではないかと考

えました。先程、人も物も何もかも同じだと

いうお話がありましたが、本当にそうだと思

い、街すらブランドと考えてはどうかと思っ

たわけです。 

そこで、ブランドショップで人は何にブラ

ンドを感じるのかと考えて、ブランドショッ

プに入ってみました。なるほど、商品もおも

てなしもあるのですが、やはり、お客様を見

ると、その店がどういう店なのかということ

がよくわかりました。 

私は商業施設の開発をしていますが、いつ

も気にしているのが店の定点観測です。業種

業態を問わず、いろいろな店に入って行きま

すが、例えば、飲食店では、どういう層の人

が、どういうシチュエーションで、どういう

洋服で、どういう表情で話をされているか、

必ず見ます。自分の実感知として後々思うと、

メニューやおすすめ商品等の対応よりも、客

を見た時の感覚の方が当たっていることが多

いからです。 

それを街に当てはめてみると、どういう人

が集まってくるかということが非常に大切で

はないかと思います。どういう時に、どうい

う思いで、その人たちがその街を使いこなす

のか、そういうところに街ブランドの鍵があ

ると思います。 

大阪の街については、歴史を語られる方も
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多くて、私もよくそういう話をするのですが、

例えば、御堂筋をつくられた関元市長、阪急

電鉄をつくられた小林一三さん、船場の道修

町の製薬会社の創業者等、考えてみますと、

街をつくられた方というのは大阪のご出身で

はありません。どういうことかと言いますと、

恐らくブランドを作っていく過程においては、

異分子を取り込むことが必要なのではないか

と思われます。 

もちろん、その土壌には船場の DNA があ

ります。テロアールというワイン用語があり

ますが、これはその土壌で生まれたものはど

のようにしてもその特性が出てくるというこ

とで、「ワインを見る時は土壌を見ろ」と言わ

れるほどです。同じように、大阪、船場で生

まれたものには、船場の歴史や過去の先輩達

の営みというものが当然、出てきます。 

しかしそこに対して、異文化、つまり他か

らのものを受け入れる度量すら DNA に組み

込まれているものがブランディングとして成

功するのではないかと思います。そういう意

味では、もっと人を入れて、そこから情報を

発信していく、人とともに情報が出て行く、

つまり、船場を経由して付加価値が付いてい

くということは、まさにそういうことではな

いかと思います。 

そういう意味で船場を捉えると、大変な可

能性があると思われます。そして、そういう

中で、我々に何ができるのか、言い方を変え

ると、それをクリエイティブと呼ぶのかもし

れないと思います。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。街と商品

のブランディングが全く同じであるならば、

街だから難しいということはないわけです。

そういう意味では、船場にはいろいろな種が

あり、いろいろな要素、資源があるわけです。

あるいは、居住者が増えているということも

ありますし、実に多様なビジネスが展開され

ています。そこにもう少し横のつながりが生

まれて、橋爪先生の言われた「浜」のように、

船場が、人が集まり、交流するところになる

と、自ずとブランドはできてくるのではない

かという気がします。 

それでは、続きまして、河本さんにお話を

移していきたいと思います。事業を順調に拡

大されていますが、実際に事業を立ち上げら

れるに当たっては、畑さんのところの SOHO

でいろいろと取り組まれたと思います。自分

一人ではできなかったところと街との関わり

について、もう少し具体的にお話しいただき

たいと思います。 

 

＜起業家にチャンスを与える街＜起業家にチャンスを与える街＜起業家にチャンスを与える街＜起業家にチャンスを与える街へへへへ＞＞＞＞    

河本：河本：河本：河本： 冒頭でもお話ししましたように、私

が起業した時は、インターネットで起業した

いという思いはありましたが、お金もありま

せんでしたし、前職が航空会社という特殊な

会社でしたので大阪にネットワークもありま

せんでした。その中で、どのように起業する

かと考えた時に、畑さんの SOHO にめぐり

合い、そこから人脈を広げて、インターネッ

トに必要なプログラマーやデザイナーをはじ

めとしたネットワークができてきました。 

街のブランディングの話が出ていましたが、

街のブランディングと私が今取り組んでいる

インターネットの世界を考えますと、例えば、

インターネットの成功者は、皆さんも想像さ

れるとおり、東京の六本木ヒルズ周辺や、渋

谷のセルリアンタワーに集まっていますので、

若者は「そこまで行けば成功できる」「チャン

スがある」と想像しています。しかし、ネッ

トで上場している社長さんとお話ししますと、

驚くことに、実は大阪のご出身で、大阪で起

業して、大阪でチャンスをつかんで東京に出

た方が非常に多いことがわかりました。 

企業が大きくなるには、第 1段階、第 2段

階という段階があり、第 2段階に入りますと、

例えば、上場などを目指すわけですが、第 1

段階から第 2段階に上がるのと、第 2段階か
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ら次のステップに上がるのと、どこが一番難

しいかというと、私は第 1段階だと思います。

第 2段階になりますと、ある程度は商品も出

来上がっていますし、知名度もあります。人

脈も会社での資金も十分にあります。しかし、

第 1段階は、アイデアはあるけれどもなかな

かチャンスがないわけです。 

そういう中で、大阪出身の起業者が多いと

いうのは、大阪にはチャンスがあるというこ

とです。昔から、「大阪は人情の街」と言われ

ていますが、私はそれを非常に実感していま

す。私は東京生まれの東京育ちで、大阪に転

居してきて 10 年以上経ちますので、私自身

はすっかり大阪の人間になったと思っていま

すが、大阪のように、何もバックグラウンド

がなくても、アイデアや熱い思いがあればチ

ャンスをくださる人々がいたり、銀行も含め

てお金を出していただける街はあまりないと

思います。 

しかし、そういうチャンスのある街だとい

うことを、若者はまだ認識していないのでは

ないかと思います。アイデアのある若いクリ

エイターにはチャンスをもらえる街という土

俵ができていますので、それを私たちが船場

という街を通じて発信して、少しでも力にな

れるようなことができればと考えています。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。冒頭、千

葉さんが船場のお話をされた時に、企業の流

出というお話があったと思います。皆さんも、

船場の課題というと、街の衰退や沈滞が挙げ

られ、どうしても企業の転出等が目に付きま

す。しかし、その穴を埋めるのは何かという

と、FA 宣言した別のチームの 4 番バッター

ではなくて、生え抜きを育てることも、街と

しては重要だろうと思います。 

そういう意味では、河本さんがビジネスを

拡大されている背景には、畑さんのアドバイ

スもあったでしょうし、SOHOの中の仲間の

アドバイスもあったと思います。あるいは、

金融機関の方等、実にさまざまな方のサポー

トがあったと思います。 

そうしますと、そのようにして大きくなっ

た会社は、やはり大阪を離れたくないという

形で活動していくのでしょうか。 

 

河本：河本：河本：河本： 実績がない中で、大阪で起業して、

金融機関も含めて、大阪の保証協会、国民金

融公庫、ベンチャーキャピタル等、いろいろ

なところに支援していただきましたので、そ

ういうことからも、大阪で頑張りたいと思っ

ています。 

実際に、我が社は 15 名の会社ですが、人

材を募集した時に、「一緒に日本を代表するよ

うなインターネットサービス会社を創ろう」

と呼びかけましたところ、名古屋や東京から

集まってくれたクリエイターが半数いました。

彼らは大阪出身で「東京や名古屋に出て行っ

たけれども、大阪でそれができるなら、やは

り大阪を愛しているから、大阪に戻って頑張

りたい」という気持ちを持っていたわけです。

これには私も驚いたのですが、実は大阪を出

て東京に行っても、チャンスがあれば大阪に

戻りたいと思っている若者はたくさんいると

確信しました。 

ですから、そこを街のブランドとして「大

阪にはチャンスがある」と発信していけば、

今は大阪にいない才能のある若者たちが戻っ

て来て、街のブランディング、街の活性化に

つながるのではないかと感じています。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。私も橋爪

先生と一緒に「船場研究隊」という活動をし

ていますが、これは研究室の学生に船場を歩

かせて、何をするかは学生自身に考えてもら

うという活動です。例えば、今週末は学生の

企画で、リレートークというイベントを開催

し、ケーキ店の「GOKAN」にお話を伺いま

した。 

多分、「船場」という言葉には、ある世代か
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ら断層のようなものがあって、業種にも依る

かもしれませんが、船場と言えばビジネスの

中心で敷居の高い街という意識を持っている

世代がある一方で、若い学生は、「せんば」と

読めずに「ふなば」と言い、「行ったことがな

い」とか「御堂筋線が通っているところ」と

いう程度の印象しかありません。ところが、

実際に行ってみると「非常に面白い」と彼ら

は言います。 

そのように、街が一色に塗られてしまった

ことが、船場の反省点ではないかという気が

します。もう少しいろいろな色を入れた方が、

逆に元の色が際立ち、その良さもはっきりし

てくるという部分を、人の面からもつくって

いくことがポイントかと思います。 

それから、河本さんが約束手形を打ってく

れましたので、企業が東京に流出するのを一

つ防いだと思っていただいて宜しいのではな

いかと思います。 

次に、少し話が飛びますが、牧野さんはた

くさんのプロジェクトを手掛けてこられまし

たし、あるいはビルディング協会という立場

で街づくり、地域づくりとビル経営のあり方

を日々考えられています。 

そういう立場から、船場にはたくさんのビ

ル経営をしているオーナーがおられますので、

街のブランディングが重要であることを考え

た時に、ビルオーナーは何をすれば良いのか、

先程、不動産が流動化しているという難しさ

もあるというお話しをいただきましたが、そ

の辺りをブレイクスルーする方法や、ご経験、

あるいは事例等も含めてアイデアをご提供い

ただければと思います。 

 

＜人の温もりのある街づくり＞＜人の温もりのある街づくり＞＜人の温もりのある街づくり＞＜人の温もりのある街づくり＞    

牧野：牧野：牧野：牧野： 私の前歴のデベロッパー業務の分野

は厳しい仕事が多いので、今日はビルディン

グ協会の立場から見た話をさせていただきた

いと思います。 

ブランディングという意味からは離れるか

もしれませんが、この街がどのような街にな

ってほしいかと考えた場合、私の持論として、

やはり「人」がキーワードになると思います。

人が住むことがいかに大事かということです。 

先程、苦い思い出があると言いましたが、

いくつかの開発事業に携わった中で、失敗し

た事業はほとんど人が介在していません。言

葉の上では「職住遊」と言っていますが、バ

ブルの時代に各開発地域のほとんどのプロジ

ェクトで「職住遊が融合した複合のまちづく

り」が謳われました。しかし、「職住遊」とい

う言葉が有機的につながるかどうかが問題で

あり、必ずしも商業施設とオフィスと住宅が

あれば良いというものではありません。その

点がこれからの鍵になると思います 

また、大阪市はいつも、「大阪と横浜はほぼ

同規模でありながら、大阪の財政状態が厳し

いのは、昼夜間の人口差が大きくて、昼間人

口に合わせてインフラ整備をしなければなら

ないという負担が非常に重いからである」と

言われています。確かに、最近は大阪市内に

も高層マンションが建って都心居住が進んで

いますが、果たして本当に目指すところの都

心居住になっているかという問題があります。 

そういう意味では、「職住近接」「職住一体」

と言われますが、昔のイギリスの産業革命時

代に端を発している住居地域、工業地域、商

業地域という用途地域の考え方は今では全く

通用しないので、街の中で職住一体を目指し、

IT関連、デザイン、メディア等の都市型ビジ

ネス等と職住複合した街づくりを進めること

が船場のベースになるのではないかと思いま

す。東京でも赤坂や六本木でそういう職住複

合型が進んでいますが、それは 24 時間人が

住み続けるということです。 

昭和 15年に 6万人いた人口が、平成 12年

に 3,800人余りになったという話がありまし

たが、決して人口が増えることが大事なので

はなくて、そこの街に息づいている人が何人

いるかということが大事ですので、やはり、
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人の温もりのある街を目指したいと思います。

それがひいては街の活性化にもつながります

し、船場地域が元々持っている力を発揮する

上では非常にプラスになるのではないかと思

います。 

もう一つは、先程、ビルオーナーに土地に

対する思いが薄れているのではないかと言い

ましたが、ビルディング協会の仕事をしてい

てつくづく思うのは、大手不動産会社の三菱

地所による丸の内、大手町の街づくりや、三

井不動産による日本橋の街づくりは、一企業

が時間も人手もお金もかけて取り組まれてい

ます。単一の企業であそこまではなかなかで

きないかもしれませんが、そこで生まれ育っ

た企業、あるいはそこで生まれ育った人が中

心になって、「この街を何とか良くしよう」と

いう気持ちがあれば、それが街の活性化につ

ながるのではないかと思います。 

ですから、やはり人の温もりのある街を目

指すことが大事だと思います。これはビルデ

ィング協会の立場だけでは何ともできないこ

とですが、クリエイティブ･ポートの協議会で

はそういうことをベースに進めていただけれ

ばありがたいと思います。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。今、横浜

のお話を出していただきましたが、私も横浜

の街づくりには注目しています。私自身は専

門が都市計画なので、そういう観点からお話

ししますと、地区計画という都市計画の制度

がありますが、今、それが 73 地区ほどあり

ます。特に船場と似たようなところで、横浜

の都心に関内という街があります。元町商店

街や馬車道等、個性的な商店街があることで

有名なところです。 

この関内で、今何をしているかというと、

もちろん都心居住は重要ですが、地区計画の

中で、1 階は必ず店舗にするようになってい

ます。つまり、関内は商売の街であり、特に

商店街を中心とした部分は商売が大事なので、

マンションを建ててもらうのは良いけれども、

1 階は必ず店舗にして、通りの雰囲気を絶対

に崩さないようにしてほしいという計画です。

もちろんビル経営としての収益性、オーナー

の利益は当然大事ですが、街の価値を損なう

ようなことをしてはならないと言っているわ

けです。しかも、誰かに命令されて取り組ん

でいるわけではなくて、元町の商店街の人た

ちが自分たちで話し合って決めています。 

そういう意味では、板倉さんや河本さんか

らもお話がありましたが、街で活動している

人の「この街のこういうところが好き」とか

「この街をどうしたいか」という気持ちを集

めてみることが大切だと思います。当然、人

によって立場が違えば考え方も違いますし、

価値観が違えば意見も違うわけですが、それ

をまず集めてぶつけてみて、「お前の言うこと

も一理ある」というプロセスを経て、船場と

いう街をどうしていくかという議論を進めて

いくことが重要です。 

ただ、別に船場としてひとまとまりになる

必要はありません。例えば、先程の千葉さん

の話で言えば、南船場にはマンションが次々

と建って、すでにある種の都心居住ゾーンに

なっています。それと、北船場の「淀屋橋

WEST」と言われるようなビジネス街とは全

く性質が違います。ですから、船場の中を細

分化して考えた方が良いのではないかと思わ

れる面もあると思います。 

そういうとこで、最後になりましたが、池

田さんにお話を伺いたいと思います。金融機

関の関わり方が難しいと言われていますが、

先程、「家守事業」についてお話しいただきま

したように、全国でいろいろな街づくりの取

り組みがありますので、参考になるような取

り組みを紹介していただければと思います。 

あるいは、「家守事業」以外にも日本政策投

資銀行はファンドを組成する事業もされてい

ますので、地域の活性化と金融機関の関わり

方について、船場へのサゼッションをご紹介
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いただきたいと思います。 

 

＜＜＜＜若者や企業が定着する街を目指して若者や企業が定着する街を目指して若者や企業が定着する街を目指して若者や企業が定着する街を目指して＞＞＞＞    

池田：池田：池田：池田： 全国には地域活性化のいろいろなプ

ロジェクトがあり、ケースバイケースで個々

に異なっていますので、一概に「これが参考

になる」とは言えませんが、一般的によく言

われる中心市街地の活性化、あるいは昔の商

店街が寂れてしまったという問題は多くの自

治体が抱えておられると思います。 

そういう問題に対して、どのような対策を

講じるかはなかなか難しいところで、しかも

再生する時に融資のような形で、返済しなけ

ればならないお金を注ぎ込むことが果たして

適当かどうかは、いろいろと議論があります。 

そういう中で一番大事なことは、我々は地

元に対してアドバイスはできますが、実際に

事業をするわけではないので、やはり、実際

に取り組む地元の方々がどのように熱意を持

って取り組まれるのか、当事者が「自分たち

がやるべき事業」という意識を持って、そこ

から湧き起こってこなければ、事業として上

手くいかないケースが多いと思います。 

よく、自治体が「何とかしなければならな

い」という思いで、外部から人を連れて来る

場合があります。それ自体は問題ではないの

ですが、本当に熱意を持っている人を連れて

来なければ、いくら自治体が旗を振っても上

手くいかないケースが多いのです。 

では、次の段階ではどうなるかと言います

と、善し悪しの判断は分かれると思いますが、

我々の過去のケースでは、例えば、TMO の

ようなまちづくり会社に、融資ではなく、い

くらか出資を行います。 

ただ、出資と言うと聞こえはよいのですが、

それなりにきちんと配当を出してもらえるか、

あるいは株が売却できるかというと、ベンチ

ャー企業と違ってまちづくり会社はその可能

性が非常に低いと思われます。ではどうする

かと言いますと、やはり関係者でいかに支え

合うかということが大事になります。 

例えば、事業をする時に、空きスペースが

あった場合、オーナーが借りてほしいと希望

する賃料でそのまま借りて、内装を変えて又

貸しすると、ほとんど利益など生まれるわけ

がありません。したがって、そこは公共や地

元の人たちの支援等によって、最初の段階は

低く貸して、リニューアルして新しいテナン

トを入れようという形で、事業として回って

いくような仕組み作りをすることが必要にな

ると思います。 

それから、嘉名先生のご質問とは離れてし

まいますが、実は日本政策投資銀行の私がお

ります企画調査課では、いろいろと調査して

いる中で都心回帰の話もしています。 

都心回帰の問題は確かに今、足元で起きて

いますが、もっとより広く関西で見た場合は

どうかと言いますと、一般的に関西は教育イ

ンフラが整っていると言われていることもあ

り、20代前半を中心としたその周辺の人口が

非常に増えています。ところが一方で、25歳

を過ぎた層が減少しています。要は、関西で

学びながら、関西で就職しないという人が多

いということです。 

それに対して、最近、よく比較される東海

地域は全く逆で、20代前半の人は減っていま

すが、25歳以上の層が増えています。つまり、

他の地域で学んで、東海地域に流れ込んで就

職しているというわけです。 

そういう意味で、我々としては、せっかく

関西で学んだ人たちに関西で働いてもらうべ

きではないか、そのためにはどのような仕掛

けをしたら良いのかということを考えていま

すが、先程、河本様から「関西で働き出した

のに、ある程度になったら東京に出て行く」

というお話を聞き、学生だけではなく、事業

者も出て行くということで、もっと大変な問

題だと思いました。 

したがって、このように船場地域で活性化

に取り組む時に、最終的には、やはり経済的
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に潤うことを目指さなければならないわけで

すから、まず、企業を育てることが重要にな

ります。その中では関西の温かみや優しさは

プラスになると思います。 

そして、次にそれをどう引き止めて、どう

育っていただくか、そして、どうすれば他の

地域に逃げていかないかということも中長期

的には考えていく必要があると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まとめ●まとめ●まとめ●まとめ    

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。皆さんの

意見は、やはり「街を支えているのは人」と

いうところに収斂してきたと思います。人を

育てる、あるいは集めてくることが、街のブ

ランディングにとっても、船場というスタイ

ルを確立するに当たっても欠かせない要素だ

ということです。魅力的な人がいれば、魅力

的なビジネスが生まれますし、そういう人が

入って来ると、それが磁石のようになって、

また人を呼び寄せ、あるいは新しいビジネス

が生まれると思います。 

金融の話で言いますと、明後日、森ビルが

REIT という不動産の流動化市場に上場され

ます。すでに投資家向けのファンドはありま

すが、一般市場向けのREITには、森ビルは

初めて上場されます。そこで、森ビルの投資

法人は、「都市へ投資するREIT」をコンセプ

トとして出しています。 

つまり、普通はビルの収益力をリストに上

げて「高収益の物件が並んでいる」という言

い方をしますが、そうではなくて、都市を商

品と考えて、投資家に買っていただくという

考え方をしているわけです。 

船場も、まさにそういう捉え方ができるの

ではないかと思います。「船場」というブラン

ドが確立すれば、「船場ブランドなら買いまし

ょう」「船場ブランドがあるなら、そこで働い

てみたい」という人が出てくるかもしれませ

ん。さらに、「船場」というブランドがあれば、

それが金融の部分、産業を育てていく部分等、

いろいろな部分に波及していくのではないか

という気がします。 

今回は「街の力」というテーマで話をして

参りましたが、結局、街の力はいろいろある

けれども、どの分野でも、どのような捉え方

をしても、やはり「人」がポイントだという

ことが、このパネルの結論ではないかと思い

ます。 
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●●●●フロアからのフロアからのフロアからのフロアからの質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答    

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： 会場からご質問、ご意見等、ござい

ましたら伺いたいと思います。いかがでしょ

うか。 

 

Ｑ：Ｑ：Ｑ：Ｑ： セールスレップネットワークの坂本で

す。私は、今、疲弊していると言われている

日本の繊維製品をファッションと呼べるよう

にしようという考えの下で、日本のメーカー

を海外に売れるレベルにまでしようという活

動に 5～6年も取り組んでいます。 

今、流通構造を変えようとしていますが、

日本のメーカーはコスト競争で中国に負けて

います。皆さんが着られている衣料品も 4点

に 3点までは中国製だと思います。そのくら

い中国製品に負けていますので、負け戦の群

団長のような形で活動しています。本日は、

この会合があると伺い、他の要件を切り上げ

て参加させていただきました。 

実は 3～4 年前の話になるのですが、日本

を代表する繊維の集積地の一つである堀留に

日本橋の外資の触手が動き、歴史あるオーナ

ーも地域に関連する商業をもう一度立ち上げ

たいということから、産地の商品を直接小売

店に売るセールスレップ事業を立ち上げよう

という話が出て、アメリカでは普通に普及し

ているビジネスの仕組みですが、「アイデアが

ほしい」という誘いがありました。 

その時に、日本政策投資銀行とも話をしま

したので、「家守事業」に興味を持って研究も

させていただきました。 

そういう中で、今後、セールスレップ事業

を広げていかなければ、面白いアイデアは広

がらないということで、今年の春から応援を

要請されて、今、大阪市の産業創造館にアイ

デアを提供するポジションにいます。そちら

からの情報で本日は参加させていただいたし

だいです。 

我々はセールスレップという名前を使って

いますが、セールスレップの会を発足した時

は、近江商人の系譜を受けられた方に発起の

会長を受けていただきました。「三方得の理念

で、買い手も喜び、売り手も喜び、世間も喜

ぶような仕組みは近江商人そのものなので応

援する」と言われ、日本を代表するような総

合商社の御曹司の息子さんの応援を得て、個

人に立脚するという商売の理念を教えていた

だきました。 

実は、すでに世界にはレップマートという

新しい売場がありますので、このアイデアを

日本で一番の卸の集積地である日本橋の堀留

地区に提案したところ、応援したいというビ

ルのオーナーもたくさんおられたのですが、

全員合意でなければ組合は受けられないとい

うことで話が終わってしまいました。 

そこで、こういうものを上手く活用して、

人と交流し、小売店とメーカーが情報を交換

する、そういう集積地であるセールスレップ

マートを船場につくられたら、これから起業

する人や、知恵を持たれている年配の方も新

しい時代に合わせて活用されるような、人の

集まる場所になるのではないかと思います。 

その企画書は産創館にも差し上げています

ので、もしそれについて論議されるなら活用

していただければと思います。これだけ知識

者や船場に意義を感じられる方が集まられて

いますので、少しずつの力を集められても相

当な力になります。 

事実、我々が決起した時は「売れない」「会

社が潰れる」と言われましたが、我々が携え

た商品は、今ニューヨークやロサンゼルスの

お金持ちが買いに行くような場所に堂々と並

んでいます。こういう現象を各地で起こされ

て、これから大きなイメージでアジアに売っ

ていく窓口を大阪につくられたら、人の交流

が次々にできていくのではないかと思います。 

いろいろと思い入れがあって、このような

話になりましたが、分散していては何もでき

ませんので、是非とも前線基地となる集積地

をつくられて、「そこに行けば面白いものがあ
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る」という何かコアになるものを皆さんで作

られたら面白いと思います。そういう思いで、

最後まで楽しく聞かせていただきました。こ

ういうチャンスをいただきまして、ありがと

うございました。 

 

嘉名：嘉名：嘉名：嘉名： ありがとうございました。ご提案と

して受け取らせていただきます。非常に熱い

思いを語っていただきました。先程、板倉さ

んが言われたように「思いを形にする」とい

う意味では、まず、思いがなければ始まらな

いわけです。思いのない街は、恐らくブラン

ドや活性化すら語ることができないと思いま

す。思いがあればこそ議論が始まる、まずそ

こからスタートするということです。当然、

人によって考え方は違いますが、まずはそれ

を集めてみようということであり、その場所

がクリエイティブ･ポートではないかと思い

ます。 

そこから先は、橋爪先生に釜山の例を紹介

していただきましたが、4 人で始めたことが

10 年後にその都市を代表するようなプロジ

ェクトになるということは、世界中の都市を

見れば起こり得ることですので、1 人でも 2

人でも、そういうプロジェクトを立ち上げる

ということが重要です。 

恐らく、失敗もあると思います。それでも

次のプロジェクトを行うという、常に挑戦し

続ける場所として、クリエイティブ･ポートに

ご興味を持っていただいて、これから皆さん

と一緒にいろいろと考えていければと思って

います。今後とも宜しくお願いいたします。 

以上で、パネルディスカッションを終了さ

せていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

 

以 上 


